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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、CLILやEMIを実施している大阪大学、関西大学、早稲田大学、学習
院大学の学部生（合計896名）を対象として、大学英語学習者を対象とした CLILとEMIを導入している大学にお
いて、言語運用能力、内発的動機づけ（知識・達成・刺激）、CanDo、可能自己（理想自己・義務自己）、英語
学習動機づけがどのように変化するのかについて、量的・質的調査方法を用いて、縦断調査を行なった。結果と
してCLILやEMIを通して、学習者の言語面、情意面の両側面が向上する傾向を捉えた。

研究成果の概要（英文）：The present research reports on a longitudinal study which aimed to 
investigate possible changes in tertiary students’ proficiency, intrinsic motivation (knowledge, 
accomplishment, stimulation), possible self (ideal L2 self, ought-to 
 L2self), international posture, and perceived language competency based on CLIL (Content and 
Language Integrated Learning) and EMI (English Medium Instructions). Four different institutes, 
Osaka University, Kansai University, Gakushuin University and Waseda University, offered CLIL and/or
 EMI and 896 students participated in the study. The results of this study showed increases in 
proficiency, motivation and other affective factors in general. 

研究分野： 外国語教育

キーワード： CLIL　EMI　縦断調査　言語運用能力　動機づけ　情意
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究目的を遂行し、教育的枠組みの構築を行い、理論実践的研究の成果を基盤として、国内大学における
CLIL、EMIの教育的枠組みの構築を行い、教育実践現場への提言を行うことを可能とした。本研究を通して、研
究分野のみならず、教育分野においても、国内における CLIL、EMI の実現可能性を探り、学習者レベルに応じ
た CLIL や EMI のカリキュラム構想や指導案、教材の開発への提案を可能とし、学習者傾向について主に心理
的側面から教育現場へと伝えることが可能となった。 実証研究と教育介入とを融合させ、教育実践現場への提
言を行うことを可能とした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

《研究の動向》 

近年のグローバル化時代の流れに伴って、文部科学省では、2020 年度に向けて「グローバル

化に対応した英語教育改革実施計画に基づいた新たな英語教育の在り方」を検討している。今後、

小学校では中学年にも外国語活動が必須化され、グローバル化に対応した英語教育の抜本的充

実が計画されている。中学校段階においては、簡単な情報交換や表現ができる能力を養うために

授業を英語で行なうことを基本とし、高等学校においては、幅広い話題について抽象的に内容が

理解でき、英語話者と流暢にやりとりができる能力を養うことや授業を英語で行うことが計画

され、言語活動を活発に行なっていくことができるよう発表、討論、交渉等の充実が検討されて

いた。小・中・高等学校における各段階を通して学習者の英語運用能力を向上させること、高等

学校卒業時点での英語運用能力が英検 2 級～準 1 級、TOEFLiBT57 点以上の運用能力が求め

ら 

れている。新たな英語教育が抜本的充実を図ることができるよう、大学英語教育においてもより

高度な英語教育を基盤とした教育改革が考えられ、その一環として国内外で注目を集めている

外国語教育の教授法が内容言語統合型学習(CLIL)や EMI (English as Medium Instruction：英語に

よる一般教養教科及び専門科目)がある。今後の「グローバル化に対応した英語教育改革実施計

画」を見据え、日本国内の大学英語教育においては、より高度な教授法を取り入れることは言語

教育全体の抜本的改革の基盤となりうると考えられるため、本研究課題は国内の英語教育にと

って、極めて重要な課題と考えられた。 

 

2. 研究の目的 

大学英語学習者を対象とした CLIL と EMI を導入している大学（大阪大学、早稲田大学、学

習院大学、関西大学）において、言語運用能力、内発的動機づけ（知識・達成・刺激）、CanDo、

可能自己（理想自己・義務自己）、英語学習動機づけがどのように変化するのかについて、縦断

調査を行なう。量的研究法・質的研究法を用いて、CLIL や EMI の教育的効果や問題点につい

て 明らかにし、英語教育現場における内容・言語・情意の関わりについて実証研究を通して包

括的に捉えることを目的としている。  

 

３．研究の方法 

2017 年～2022 年にかけてデータ収集は、大阪大学、関西大学、早稲田大学、学習院大学で調

査を実施している。CLIL と EMI の取り組みは、各大学によってカリキュラム構想が異なる為、

CLIL、EMI の教育介入の事前・事後、あるいは中間時において英語運用能力テストと質問紙を

実施し、縦断的比較を実施する 3 年間の調査期間を設け、教育介入後においては、質的データ

収集も実施し、学生に対する自由記述や非線形モデルとして知られる Motigraph を行った。 

《調査対象者》大阪大学、関西大学、早稲田大学、学習院大学に在籍中の大学英語学習者（学部

生 1 年生～4 年生）を調査対象者とする。言語運用能力と質問紙を教育的介入の事前と事後の 

2 度実施するために、約 600 名～約 700 名を調査予定としていたが、最終的に調査実施期間中

に調査対象者となった総数は 896 名であった。内訳は、大阪大学（692 名）、学習院大学（105 名）、

関西大学（54 名）、早稲田大学（45 名）であった。言語運用能力については CASEC を実施し、

教育介入前後における変化の傾向を捉えている。質問紙には、動機づけ（知識・達成・刺激）、

可能自己（理想自己・義務自己・学習経験）、CanDo (Speaking, Listening, Reading, Writing)、コミ



ュニケーションへの積極性、各大学の CLIL や EMI の実施状況によって質問紙調査を行ってい

る。CASEC を実施した所属機関は大阪大学、早稲田大学、学習院大学の 3 大学であり、質問紙

を実施した所属機関は大阪大学、早稲田大学、関西大学、学習院大学の 4 大学であった。 

 

４．研究成果 

《大阪大学》大阪大学での授業では、内容言語統合型学習方法(CLIL)を基盤として、Content (内

容), Cognition (思考), Communication (言語), Community (協学)を有機的に繋いで講義が行われた。

講義では、教科内容を取り入れて英語の習得を目指し、地球市民としてグローバルな視点で批判

的考察を行うライティング活動や CLIL リサーチプロジェクトを中間と期末に実施し、プレゼン

テーションを行うことが求められた。授業では、内容理解に重点を置きながら、パラグラフの構

成、論理の展開など読みに必要な事項を認識し、リーディング力を養成する、内容と言語に重点

を置いて講義が行われた。教室内では教科書に加えて、オーセンティックな教材（インターネッ

ト、雑誌等）を使用して更なる理解を深めることが求められた。講義内容には、基礎工学部や工

学部では「Biological engineering」「Space engineering」「Robot technology」 「Special topics in 

engineering」などが含まれた。また人文学系のシラバスには人文学系の内容が取り扱われていた。 

調査実施期間は、2017 年～2018 年後期 (165 名)、2018 年～2019 年前期・後期（249 名）、

2019 年～2020 年前期・後期（278 名）であり、692 名が調査対象者となった。そのうち、言語

運用力テスト(CASEC)を受講した調査対象者は 414 名（2017 年～2018 年、2018 年～2019 年）

であった。言語運用力テストは、授業を受け始めた初期段階と最終段階の 2 回であり、質問紙

調査を第 1 週目、第 8 週目、第 15 週目の 3 回行っている。また学習者の変化の傾向を捉えるた

めに、回顧的手法を用いた Motigraph (Motivation Graph)を実施し、学習者の 15 週間の変化の傾

向を質的に捉えている。分析には SPSS ver.24 を使用し、言語運用能力テストには反復測定 t テ

ストを実施した。CASEC の結果については、2017 年～2018 年(n=165)（Time 1: M=625.58, 

Time2: M=632.72）, 2018 年～2019 年(n=249)（Time 1: M=621.17, Time2: M=625.41）であり、全

体傾向としては初期の段階と最終段階では上昇する傾向にあったが、反復測定 t 検定では有意

差を認めなかった。質問紙調査には、反復測定分散分析を実施して、分析を行った。分析は、

年度ごとに分けて実施している。質問紙の項目には、内発的動機づけ（刺激・達成・知識）、可

能自己（理想自己・可能自己）、努力、CanDo (reading, listening, writing, speaking)、英語学習動

機づけの調査が行われた。図１は、2018 年～2019 年度に測定された 249 名の調査結果であり、

情意については、全体として上昇傾向にあり、反復測定分散分析では、内発的動機づけや

CanDo に統計的な有意差を認めている。同様の結果が、2017 年～2018 年、2019 年～2020 年度

にも確認された。Motigraph については、2017 年後期 (n=38)、2018 年～2019 年前期後期 

(n=128)においてデータ収集を行っており、図 2 (2018 年～2019 年)に示すような変化の傾向を認

めた。2017 年後期にも同様の結果が見られ、動機づけの上下を繰り返しながら上昇する傾向を

捉えている。この Motigraph については、学生の回答の全てを定量化し、平均値をグラフ化し

ている。2018 年～2019 年度に得られた学習者の自由記述（206 記述）をコード化したところ

「内容」「努力」「他者との関係性」「自律性」「喜び」の 5 つのカテゴリーが抽出された。(1) 

「内容」: CLIL リサーチプロジェクト (54%), 内容学習(5%), 様々なリソースから得た知識 

(5%), (2) 「努力」： 英語力の向上(10%), 言語テストへの積極的な参加(1%), (3) 「良好な関係

性」: クラスメートとの良好な関係性の構築(18%), クラスメートとの積極的な議論 (5%) (4) 

「自律性」；自発的な参加 (2%), (5) 「喜び」：学習への喜び (1%)が確認された。「内容」学習

に関する記述の中でも、CLIL リサーチプロジェクトに関する肯定的な内容が多く含まれた



（例：“プレゼンテーションが楽しかった”“プロジェクトから教科内容を学ぶことができた”）。  

 

図 1．2018 年～2019 年にかけての動機づけと情意の変化(n=249) 

 

図 2. 2018 年～2019 年 Motigraph (n=128) 

《早稲田大学》早稲田大学では CLIL・EMI の授業において 49 名の受講者を対象に CASEC と質

問紙調査を実施した。調査対象者は、授業を受け始めた初期段階と最終段階の 2 回に分けて

CASEC と質問紙を受けている。質問紙の項目には、英語学習に対する内発的動機づけ・外発的

動機づけ・英語使用者としての理想自己・英語使用時における自己評価、学術内容学習に対する

内発的動機づけ・外発的動機づけ・専門分野の知識人としての理想自己が測定された。CLIL の

教育実践が行われ、EMI では「第二言語習得論入門」「異文化コミュニケーション」「多元文化論

系演習」の教育実践が行われた。EMI 授業の「第二言語習得論入門」での内容学習は、例えば、

第二言語習得理論、臨界期仮設、バイリンガリズム、バイリンガルと脳、年齢と習得、個人差要

因などに関する内容学習が行われた。言語運用能力については、45 名が CASEC を受けた。初期

段階（M=695.44）最終段階（M=702.04）となり上昇傾向にはあるものの、反復測定ｔ検定では統

計的な有意差は見られなかった。質問紙については、49 名の受講者が調査対象者となっている

が、英語学習に対する内発的動機づけや英語使用者としての理想自己については若干の低下は

見られるものの高い数値を示していた。また英語学習に対する外発的動機づけ（同一視調整）に

ついても高い状態のまま維持した傾向にある。英語学習に対する外発的動機付けの中で、外的調

整や無動機については、非常に低い数値のまま維持された。英語使用に対する努力についても 1

学期間を通して維持する傾向を示している。さらに、英語に対する自己評価についても維持する

傾向が示された。学術内容学習に関する質問項目については、学術内容学習に対する内発的動機

づけや外発的動機付け（同一視調整）は若干の低下がみられるものの、1 学期間を通して高い数

値を示していた。専門分野の知識人としての理想自己については若干ではあるものの上昇する

傾向にあった。 
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《学習院大学》学習院大学国際社会科学部では、世界的に活躍できるビジネスパーソンの育成を

目的として英語で専門科目を学ぶことにより、社会科学領域において、4 年間全体を通して英語

教育と専門科目教育の距離が段階的に縮められるように設計されている。1 年時には社会科学部

における入門講義科目である（経済学、社会学、ビジネス、法学、地域研究）の専門科目を日本

語で受講すると同時に EAP (English as Academic Purposes) の英語教育によって 4 技能教科とプレ

ゼンテーション科目を受講する。2 年次は EMI が開講され、社会系と経済系の選択講義科目が

英語で実施され、CLIL 科目も配置されている。3 年次 4 年次には多くの科目が専門講義科目 

(EMI)となり、語学科目の必須はなくなり英語は選択科目として受講している。 

学習院大学での調査概要は、105 名を対象に、１年次修了時(CLIL・EMI 履修前)と２年次修了

（CLIL・EMI 履修後）における CASEC と質問紙による比較である。対象者は、必修アカデミッ

ク英語（年間１２単位）と社会科学系選択導入講義科目（年間８〜１０単位程度）を１年次に履

修した。２年次第一学期には２つの異なる必修 CLIL 科目（経済系、国際開発系）を履修し、第

二学期には、５CLIL（①ビジネス②国際紛争③メディア④多様性⑤国際問題）科目の中から本人

が希望する２科目を選択し履修した。またこの他に、多くの学生は EMI 講義科目を年間８〜１

０単位程度履修した。データ収集は、１年次修了時(2017 年 12 月)と２年次修了時(2018 年 12 月

~2019 年 1 月)に行った。また、質的データとして、質問紙において、同意を示した対象者の中か

ら CASEC の伸びが顕著であった６名に対し１年次（EAP）と２年次（CLIL）の違いに関して面

接を行った。結果として量的調査は、105 名(M 37, F68) のデータが分析対象となった。言語運

用能力では合計点及び、Section 4 (intensive listening)以外のセクションで反復測定ｔ検定によっ

て有意な伸びが確認された。質問紙調査については、動機づけ、自律性、国際的志向性は低下が

見られ、言語能力の伸びとの差が浮き彫りになったが、自律性（Reflection）、コミュニケーショ

ンへの積極性については上昇が見られた。 

 

《関西大学》関西大学では EMI「Culture and Communication」を開講し、2 名の教員が 2 クラス

を第 1 週目から第 7 週目、第 8 週目から第 15 週目を交互に担当していた。本授業の目的は文化

心理学と異文化理解に関する理解を深めることにあり、講義内容には「Communication」

「Communication and cultural learning」 「Culture (cross-cultural comparison, globalization and culture)」

「Verbal communication (language and culture, communication styles, language and power)」「Culture and 

context」等が含まれていた。調査実施時期は、2018 年 4 月と 2018 年 7 月（学期の初期段階と後

期段階）、授業を受け始めた初期段階と最終段階であり、2 回に分けて質問紙調査を行った。調

査対象者は 54 名であった。内発的動機づけ（知識・刺激・達成）、国際的志向性、可能自己（理

想自己・義務自己）、努力、英語学習動機づけ、内容に関する動機づけ、EMI 動機づけが測定さ

れた。結果として、EMI 動機づけ以外の全ての要因において、4 月と 7 月を比較したところ、7

月時点で上昇が見られた。特に、統計的な有意差を示した項目は、内発的動機づけ（知識・達成）

であった。 

《おわりに》本研究結果の結果から、肯定的な変化が見られたことにより、国内大学における

CLIL、EMI の実現は有益であることが示された。学習者レベルに応じた内容や言語を取り扱い

CLIL や EMI のカリキュラム構想やシラバス開発をすることは可能であり、CLIL や EMI の実践
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